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■お問い合わせ先　�国際書道協会　札幌市中央区南 22条西 9丁目1-32　
アートパレスビル 3F　

☎

011-552-2100（代表）

道
内
書
道
界
の
中
核
を
担
う

　

約
20
万
人
と
も
言
わ
れ
る
北
海
道
の
書

道
人
口
。
小
原
さ
ん
は
、
全
国
的
に
も
有

数
の
規
模
を
誇
る
理
由
を
北
海
道
の
気
候

と
、
豊
か
な
種
を
ま
い
て
く
れ
た
先
人
の

軌
跡
、
と
振
り
返
り
ま
す
。「
日
本
に
お

け
る
昭
和
の
書
道
全
盛
を
築
い
た
10
人
の

先
覚
者
の
う
ち
、
金
子
鴎お
う

亭て
い

先
生
（
松
前

町
出
身
）、
桑
原
翠す
い

邦ほ
う

先
生
（
帯
広
市
出

身
）、
金か
ね

田た

心し
ん

象し
ょ
う

先
生
（
幌
延
町
出
身
）

が
道
内
出
身
者
。
そ
の
後
に
続
く
多
く
の

人
た
ち
が
各
地
で
研
鑽
を
積
み
、
後
進
の

指
導
に
励
ん
だ
こ
と
が
今
日
の
礎
に
な
っ

て
回
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。
76
年
に
は

応
募
者
の
増
加
に
伴
い
「
書
初
め
展
」
を

「
全
道
書
道
展
」
に
、「
誌
上
書
初
め
展
覧

会
」
を
「
全
国
学
生
書
道
展
」
に
名
称
を

変
え
ま
し
た
。
最
盛
期
に
は
応
募
作
品
が

2
5
0
0
点
に
達
し
、
会
場
も
札
幌
市
民

会
館
（
当
時
）
か
ら
札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
変
わ
り
、
第
38
回
か
ら
は
文
部
科

学
大
臣
賞
が
授
与
さ
れ
る
な
ど
大
規
模
な

も
の
に
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
一

方
で
昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
「
全
道
書

道
展
」
に
2
つ
の
大
き
な
波
が
押
し
寄
せ

ま
す
。
書
道
愛
好
層
の
国
際
化
、
そ
し
て

少
子
高
齢
化
に
よ
る
国
内
書
道
人
口
の
伸

て
い
ま
す
。
ま
た
厳
寒
期
が
長
い
北
海
道

は
、
室
内
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

時
間
が
多
く
、
一
度
始
め
た
ら
簡
単
に
放

り
出
さ
な
い
道
民
性
も
書
道
に
向
い
て
い

ま
す
」（
小
原
さ
ん
）。
そ
の
北
海
道
書
道

界
に
お
い
て
中
核
を
担
う
団
体
の
一
つ
が

国
際
書
道
協
会
で
す
。
1
9
6
9
年
3
月

に
北
海
道
書
道
協
会
（
2
0
1
3
年
8
月

に
国
際
書
道
協
会
に
改
称
）
と
し
て
設
立

し
、
月
刊
競
書
誌
『
書
の
研
究
』
が
創
刊

し
た
70
年
か
ら
一
般
向
け
展
覧
会
「
書
初

め
展
」
と
学
生
向
け
の
「
誌
上
書
初
め
展

覧
会
」
を
開
催
、『
書
の
研
究
』
で
書
道

を
学
ぶ
人
た
ち
の
発
表
・
研
鑽
の
場
と
し

札
幌
市
に
本
部
を
置
く
国
際
書
道
協
会
が
こ
と
し
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
北

海
道
の
書
道
文
化
の
発
展
と
書
家
育
成
を
目
的
に
始
ま
っ
た
活
動
が
、
半
世
紀

の
歴
史
を
経
て
少
子
化
や
パ
ソ
コ
ン
の
普
及
に
伴
う
書
道
人
口
の
減
少
に
見
舞

わ
れ
な
が
ら
も
、
海
外
の
書
道
熱
も
取
り
込
み
着
実
に
裾
野
を
広
げ
て
い
ま

す
。
令
和
元
年
度
の「
北
海
道
功
労
賞
」を
受
賞
さ
れ
た
小
原
道
城
会
長
に
、
ご

自
身
が
精
魂
込
め
て
打
ち
込
ん
で
き
た
書
芸
術
の
発
展
、
書
教
育
の
振
興
普
及

の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。�

（
取
材
日 

9
月
4
日
）

小こ

原は
ら　

道ど
う

城じ
ょ
うさ

ん

国
際
書
道
協
会
会
長

1
9
3
9
年
、
栗
山
町
生
ま
れ
。
1
9
6
3
年
に
北
海
道
学
芸
大
（
現�

北
海

道
教
育
大
）
札
幌
校
美
術
科
（
書
道
専
攻
）
卒
業
。
高
校
教
員
を
務
め
、

1
9
8
1
年
に
書
家
と
し
て
独
立
。
2
0
0
7
年
札
幌
芸
術
賞
。
2
0
1
0
年

道
文
化
賞
。
2
0
1
2
年
文
化
庁
地
域
文
化
功
労
者
表
彰
。
2
0
1
1
〜

2
0
1
5
年
北
海
道
書
道
連
盟
理
事
長
。
書
道
研
究
団
体
「
心
華
社
」
主

宰
。
日
本
書
道
評
論
社
代
表
。
中
国
の
東
北
師
範
大
客
員
教
授
。
毎
日
書
道

展
審
査
会
員
。
本
名
・
昇
（
の
ぼ
る
）。

特
集道

内
書
道
文
化
の
振
興
に
貢
献
　
活
動
は
海
外
へ

月
刊
競
書
誌『
書
の
研
究
』と
と
も
に
50
年 

国
際
書
道
協
会

び
悩
み
で
し
た
。

中
国
、
欧
米
。
国
際
化
の
波

　

書
画
の
収
集
家
で
も
あ
る
小
原
さ
ん
に

と
っ
て
「
書
の
王
国
」
で
あ
る
中
国
は
若

い
頃
か
ら
の
憧
れ
の
地
で
、
日
中
国
交
正

常
化
の
前
年
、
1
9
7
5
年
に
上
海
、
北

京
、
延
安
、
西
安
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

「
当
時
は
日
本
人
と
い
う
と
歓
待
し
て
く

れ
て
、
行
く
先
々
の
美
術
館
・
博
物
館

で
、
倉
庫
に
眠
っ
て
い
る
作
品
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
本
の
中
で
し
か

見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
著
名
な
作
家
の
作



募
し
て
く
る
人
も
い
る
こ
と
か
ら
、
小
原

さ
ん
は
今
後
、
国
際
化
の
波
が
ま
す
ま
す

広
が
っ
て
い
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

「
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
い
う
記
号
の
組
み

合
わ
せ
で
言
葉
に
意
味
を
持
た
せ
る
西
欧

文
化
と
違
い
、
一
文
字
に
喜
怒
哀
楽
を
込

め
る
日
本
の
漢
字
に
芸
術
性
を
見
出
す
外

国
人
が
増
え
て
い
ま
す
」。

「
水す
い

書し
ょ
」が
書
道
復
権
の
起
爆
剤
に

　

少
子
高
齢
化
、
習
い
事
の
多
様
化
や
パ

ソ
コ
ン
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、
か
つ
て
は

“
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
”
に
例
え
ら
れ
る

「
き
れ
い
で
正
し
い
字
を
書
く
」
事
に
対

す
る
優
先
度
が
以
前
よ
り
低
く
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
高
校
な
ど
の
書
道
部
活
動
も
以

前
と
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。「
こ
こ

数
年
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
書
道
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
書
道
自
体
が
脚
光
を

浴
び
る
の
は
良
い
こ
と
で
す
が
、
半
紙
や

条
幅
に
向
き
合
う
本
来
の
書
道
を
し
な
く

学
院
、
94
年
に
は
東
北
師
範

大
学
の
客
員
教
授
に
就
任
し

た
小
原
さ
ん
は
、
地
方
都
市

を
回
り
書
道
を
教
え
て
歩
き

ま
し
た
。
訪
問
回
数
は
中
国

だ
け
で
50
回
以
上
。
交
流
に

よ
っ
て
人
脈
が
広
が
り
、
中

国
か
ら
「
全
道
書
道
展
」
へ

の
応
募
が
増
え
た
こ
と
も
あ

り
第
39
回
展
（
2
0
0
8
年
）
に
は
「
中

華
人
民
共
和
国
駐
日
本
国
大
使
館
賞
」
を

贈
る
事
を
中
国
政
府
が
許
可
。
第
41
回
展

（
10
年
）
か
ら
名
称
を
「
国
際
現
代
書
道

展
」
に
改
め
ま
し
た
。「
中
国
に
も
書
道

団
体
や
展
覧
会
は
あ
る
の
で
す
が
、
日
本

の
10
倍
以
上
と
も
言
わ
れ
る
人
口
か
ら
す

る
と
数
は
少
な
く
“
狭
き
門
”
な
の
で

す
」（
小
原
さ
ん
）。
今
年
1
月
の
第
50
回

記
念
展
で
は
出
品
総
数
2
1
9
2
点
の
う

ち
4
0
1
点
が
外
国
か
ら
の
応
募
で
し
た
。

　

今
年
1
月
に
開
催
さ
れ
た
「
国
際
現
代

書
道
展
」
の
表
彰
式
・
祝
賀
会
に
は
中
国

の
瀋
陽
市
書
画
芸
術
培
訓
学
校
か
ら
譚
タ
ン
フ
ェ
イ緋

校
長
と
生
徒
と
そ
の
父
母
ら
計
39
人
が
出

席
す
る
な
ど
、
国
際
色
豊
か
な
も
の
に
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、
国
際
現
代
書
道

展
に
は
ア
ジ
ア
以
外
に
も
欧
米
や
南
米
、

ア
フ
リ
カ
な
ど
か
ら
の
応
募
も
増
え
て
い

ま
す
。
興
味
を
持
っ
て
独
学
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
展
覧
会
の
事
を
知
り
月
刊

競
書
誌
『
書
の
研
究
』
を
買
い
求
め
て
応

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
展
覧
会
に
出
ら
れ
る
の
は
各
校
3
、
4

人
。
部
活
動
自
体
も
低
調
に
な
っ
て
い
る

感
は
否
め
ま
せ
ん
」（
小
原
さ
ん
）。

　

危
機
感
を
強
め
て
い
た
書
道
界
に
明
る

い
話
題
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
国
は

2
0
1
7
年
に
新
学
習
指
導
要
領
を
公
示

し
、
20
年
度
か
ら
小
学
校
低
学
年
生
を
対

象
に
「
水
書
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
し
た

の
で
す
。
筆
ペ
ン
の
よ
う
な
筆
記
用
具
を

使
う
も
の
で
、
中
に
入
っ
て
い
る
の
は

水
。
用
紙
に
特
殊
加
工
を
施
し
、
表
面
の

層
に
細
か
い
凹
凸
が
あ
り
ま
す
。
水
で
文

字
を
書
く
と
、
濡
れ
た
部
分
は
光
を
透
過

し
、
下
地
の
黒
が
透
け
て
文
字
が
浮
か
び

上
が
り
、
乾
く
と
凹
凸
が
光
を
反
射
し
て

白
っ
ぽ
く
見
え
る
と
い
う
も
の
。「
国
も

文
字
文
化
の
将
来
に
危
機
感
を
持
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
書
道
教
育
界
の
悲
願
が

実
現
し
安
堵
し
て
い
ま
す
が
、
受
け
入
れ

る
側
も
意
識
改
革
と
体
制
の
強
化
が
急
務

で
す
。
水
を
使
う
こ
と
で
汚
れ
を
気
に
す

品
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
恍
惚
の
境
地

で
し
た
」（
小
原
さ
ん
）。
77
年
以
降
は
、

道
内
の
小
中
学
生
や
書
家
、
書
道
愛
好
家

ら
と
共
に
訪
中
団
、
訪
台
団
を
結
成
し
、

中
国
や
台
湾
を
訪
れ
て
現
地
の
人
た
ち
と

席
書
会
と
い
う
勉
強
会
を
通
じ
て
交
流
を

深
め
合
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
毛
沢
東
に

よ
る
建
国
ま
で
の
間
、
中
国
国
内
の
内
戦

や
政
情
不
安
に
よ
り
、
多
く
の
作
品
と
伝

統
的
な
技
法
が
消
失
し
て
し
ま
っ
た
現
状

を
知
り
ま
す
。「
明
や
清
の
時
代
ま
で
、
中

国
は
書
道
の
本
家
で
し
た
が
、
日
本
人

は
、
百
済
を
通
じ
て
入
っ
て
き
た
漢
字
を

草
書
化
し
て
『
か
な
書
』
を
、
漢
字
と
か

な
を
融
合
さ
せ
て
近
代
詩
文
書
を
確
立

し
、
漢
文
の
中
か
ら
1
、
2
文
字
を
抽
出

し
て
表
現
す
る
こ
と
で
文
字
が
持
つ
美
し

さ
と
表
現
方
法
を
学
ぶ
『
少
字
数
書
』

や
、
淡
い
墨
を
使
っ
た
『
淡
墨
書
』
を
編

み
出
す
な
ど
書
道
の
分
野
を
発
展
さ
せ
て

書
道
人
口
を
増
や
し
て
き
ま

し
た
」（
小
原
さ
ん
）。
93
年

に
は
中
国
で
国
立
吉
林
藝
術

第 13 次小中学生海外研修団（台湾）　
交流先の石牌國民小學にて　2018 年 3 月

第 50 回記念国際現代書道展　2019 年 1 月

国際部門の作品について解説をする小原さん

表彰式・祝賀会

第 41 回国際現代書道展で文部科学大臣賞を受賞し席上
揮毫パフォーマンスをする小原さん　2010 年 1 月



る
必
要
が
な
く
な
り
、
硯
や
文
鎮
な
ど
の

書
道
用
具
を
揃
え
る
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
も

下
が
り
ま
す
。
低
学
年
以
下
の
子
ど
も
た

ち
に
書
道
の
楽
し
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う

な
指
導
方
法
に
つ
い
て
試
行
錯
誤
を
重

ね
、
書
道
へ
の
門
戸
を
広
げ
た
い
」
と
小

原
さ
ん
は
力
を
込
め
ま
す
。

書
家
と
画
家
に
揺
れ
る

　

今
年
80
歳
を
迎
え
る
小
原
さ
ん
。「
書

家
と
水
墨
画
家
の
狭
間
で
揺
れ
動
い
た
人

生
で
し
た
。
多
分
死
ぬ
ま
で
揺
れ
続
け
る

の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
笑
い
ま
す
。

　

小
原
さ
ん
は
栗
山
町
で
生
ま
れ
、
雨
煙

別
小
中
学
校
で
学
ん
だ
後
、
栗
山
高
校
に

入
学
し
ま
し
た
。
最
初
に
志
し
た
の
は
絵

描
き
の
道
で
、
小
学
2
年
生
の
時
に
通
っ

て
い
た
雨
煙
別
小
中
学
校
で
画
家
の
先
生

か
ら
絵
の
描
き
方
を
教
わ
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
転
機
は
栗
山
高
校
2
年
の

時
に
赴
任
し
て
き
た
稲
垣
蓬
雪
先
生
と
の

出
会
い
で
し
た
。
稲
垣
先
生
は
書
道
熱
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
学
校
を
挙
げ
て
活
動

し
、
時
に
繊
細
で
時
に
大
胆
な
筆
使
い
と

情
熱
に
魅
了
さ
れ
た
小
原
さ
ん
は
、
書
道

家
へ
の
あ
こ
が
れ
を
募
ら
せ
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
1
9
5
7
年
、「
全
国
学
生

書
道
展
」
に
応
募
し
、
高
校
3
年
の
部
で

最
高
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
私
の
作
品
を

高
く
評
価
し
て
く
だ
さ
っ
た
呉
市
の
重
本

芸
城
先
生
が
「
北
海
道4

で
城4

を
築
く
よ
う

に
精
進
し
な
さ
い
」
と
の
お
言
葉
と
と
も

に
、“
道
城
”
と
命
名
さ
れ
、
書
家
を
目

指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

美
術
館
建
設
運
動
に
奔
走

　

稲
垣
先
生
か
ら
の
勧
め
で
1
9
5
8

年
、
北
海
道
学
芸
大
学
岩
見
沢
分
校
に
進

学
し
た
小
原
さ
ん
は
、
3
年
生
直
前
の
春

休
み
に
、
友
人
と
全
国
縦
断
旅
行
に
出
掛

け
て
各
地
の
博
物
館
・
美
術
館
を
見
て
歩

き
、
上
野
の
東
京
国
立
博
物
館
で
比
田
井

天
来
や
富
岡
鉄
斎
な
ど
数
々
の
名
筆
、
古

筆
を
目
に
し
て
衝
撃
を
受
け
ま
す
。
当
時

北
海
道
に
は
美
術
館
が
な
く
、
本
物
の
美

術
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感

し
た
小
原
さ
ん
は
、
当
時
活
況
だ
っ
た
学

生
運
動
さ
な
が
ら
の
「
美
術
館
建
設
運

動
」
を
始
め
、
学
芸
大
学
の
分
校
に
呼
び

か
け
て
、
署
名
と
募
金
活
動
を
行
っ
た
の

で
す
。
集
ま
っ
た
署
名
は
40
万
人
、
10
円

玉
募
金
が
30
万
円
。
こ
れ
を
リ
ヤ
カ
ー
で

北
海
道
庁
に
運
び
、
要
望
書
と
と
も
に
町

村
金
五
知
事
（
当
時
）
に
直
接
手
渡
し
ま

し
た
。
町
村
知
事
は
美
術
館
を
建
設
す
る

た
め
の
調
査
を
確
約
し
て
く
れ
て
、
当
時

の
北
海
道
総
合
計
画
（
新
長
計
）
に
「
道

内
に
5
ヶ
所
、
美
術
館
を
つ
く
る
」
こ
と

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
1
9
6
7
年
に

は
道
立
図
書
館
だ
っ
た
建
物
が
道
立
美
術

館
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
岩
見
沢
分
校
は
一
般
教
養
課
程

の
2
年
間
を
岩
見
沢
で
、
専
門
課
程
を
札

幌
で
学
ぶ
シ
ス
テ
ム
で
し
た
。
小
原
さ
ん

は
岩
見
沢
時
代
に
は
青あ
お

沼ぬ
ま

秀し
ゅ
う

鳳ほ
う

先
生
、

札
幌
で
は
金か
な

丸ま
る

梧ご

舟し
ゅ
う

先
生
に
師
事
し
ま

し
た
。
金
丸
先
生
は
書
家
で
あ
り
、
当
時

日
本
有
数
の
筆
跡
学
の
権
威
だ
っ
た
方
で

す
。
先
生
の
助
手
を
務
め
る
な
ど
書
道
と

の
関
わ
り
は
深
ま
っ
て
い
き
、
1
9
6
3

年
に
同
校
を
卒
業
後
、
芦
別
啓
南
高
校
に

奉
職
。
69
年
に
は
札
幌
啓
北
商
業
高
校
の

教
諭
と
し
て
書
道
の
普
及
に
力
を
注
ぎ
な

が
ら
、
私
費
を
投
じ
て
中
国
や
国
内
の
書

画
、
拓
本
の
収
集
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

道
内
初
の
本
格
月
刊
競
書
誌

『
書
の
研
究
』

　

芦
別
市
で
の
勤
務
時
代
に
、「
書
道
教

育
に
関
す
る
情
報
を
発
信
す
る
新
聞
を
発

行
し
て
は
」
と
の
声
が
あ
り
「
当
時
は
書

道
に
関
す
る
出
版
物
が
少
な
く
、
媒
体
を

つ
く
る
こ
と
で
書
道
人
口
を
増
や
す
た
め

の
起
爆
剤
に
な
る
な
ら
」
と
小
原
さ
ん
は

1
9
6
4
年
、
季
刊
「
書
道
評
論
」
を
創

刊
し
ま
し
た
。
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
で
6
ペ
ー

ジ
構
成
で
し
た
が
、
全
道
の
書
家
を
通
じ

て
広
が
り
発
行
部
数
は
3
5
0
0
を
超
え

て
い
き
ま
す
。
媒
体
の
力
に
手
応
え
を
掴

ん
だ
小
原
さ
ん
は
青
沼
先
生
と
共
に
69

年
、
月
刊
競
書
誌
『
書
の
研
究
』
を
発

刊
。
分
か
り
や
す

い
解
説
手
本
が
評

判
を
呼
び
、
77
年

に
は
第
1
0
0
号

を
突
破
し
ま
し
た
。

　

静
修
短
期
大
学

（
現�

札
幌
国
際
大

学
短
期
大
学
部
）

非
常
勤
講
師
と
し

て
書
道
実
技
や
日

本
文
化
演
習
な
ど

の
講
義
を
受
け
持

ち
、
日
本
書
道
ア

カ
デ
ミ
ー
「
日
本

書
道
大
学
講
座
」

本
部
長
な
ど
の
要

職
に
就
く
な
ど
書

家
と
し
て
も
多
忙

を
極
め
る
よ
う
に

な
っ
た
小
原
さ
ん

は
81
年
、
教
員
退

1981 年に開催された旭川地区での書道講習会

第 50 回記念全国書道コンクール表彰式後の記念写真　
2019 年 8 月

第 50 回記念全国学生書道展表彰式　2019 年 1 月

1971 年に開催された第 1 回書道講習会
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職
の
道
を
選
び
ま
す
。
そ
の
後
、
札
幌
市

内
全
域
で
書
道
教
室
を
開
講
し
て
指
導
に

当
た
る
一
方
、
創
作
活
動
に
も
意
欲
的
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

北
海
道
に
お
け
る
書
道
の
普
及
の
原
動

力
と
な
っ
た
『
書
の
研
究
』
は
大
人
版
と

学
生
版
が
あ
り
、
大
人
版
は
古
典
臨
書
と

一
般
的
な
書
道
の
分
野
を
網
羅
し
、
ペ
ン

字
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
字
の
ほ
か
実
用
書
道
、

写
経
や
調
和
体
書
、
篆て
ん

刻こ
く

（
木
・
石
な
ど

に
印
を
彫
る
こ
と
）
の
解
説
や
手
本
も
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。
学
生
版
は
毛
筆
と
硬

筆
、
か
な
の
各
部
門
を
学
ぶ
格
好
の
教
材

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。「
中
学
校
ま

で
の
間
で
、
実
用
（
正
し
く
美
し
く
書

く
）
を
身
に
付
け
、
高
校
以
上
で
よ
り
個

性
的
に
美
し
く
書
く
と
い
う
芸
術
性
を
学

ん
で
も
ら
う
と
い
う
テ
ー
マ
は
こ
れ
ま
で

一
貫
し
て
い
ま
す
。
学
生
版
で
は
鉛
筆
・

ペ
ン
字
を
取
り
入
れ
、
子
ど
も
の
創
作
意

欲
を
か
き
立
て
る
た
め
自
由
部
門
も
つ
く

る
な
ど
、
時
代
に
対
応
し
た
書
の
あ
り
方

を
模
索
し
て
い
ま
す
」（
小
原
さ
ん
）。

念
願
の
書
道
美
術
館
が
オ
ー
プ
ン

　

そ
の
後
、
小
原
さ
ん
は
北
海
道
書
道
協

会
や
北
海
道
書
道
連
盟
の
理
事
長
と
し
て

書
道
振
興
の
牽
引
役
を
担
っ
て
い
き
ま
す

が
、「
書
の
美
術
館
を
札
幌
に
つ
く
り
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
1
9
9
3
年
に

「
書
道
資
料
館
」
の
開
設
準
備
室
を
設

置
。
2
0
1
2
年
に
は
美
術
館
の
運
営
法

人
と
し
て
北
海
道
書
道
協
会
を
一
般
財
団

法
人
化
し
て
代
表
理
事
に
就
任
し
、
翌
13

年
に
待
望
の
「
小
原
道
城
書
道
美
術
館
」

（
札
幌
市
中
央
区
北
2
条
西
2
丁
目
）
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
江
戸
、
明
治
、
大

正
、
昭
和
、
平
成
と
各
時
代
の
書
4
0
0
0

点
の
ほ
か
、
中
国
・
明
、
清
時
代
の
作
品

8
0
0
点
、
小
原
さ
ん
の
書
5
0
0
点
と

水
墨
画
3
0
0
点
な
ど
合
わ
せ
て
5
8
0
0

点
と
、
書
道
書
籍
・
美
術
全
集
8
0
0
点

が
収
蔵
さ
れ
、
年
間
3
回
、
テ
ー
マ
を
決

め
た
特
別
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
現
在

の
運
営
は
一
般
財
団
法
人
小
原
道
城
書
道

美
術
館
が
担
い
「
私
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
美
術
館

を
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
全
道
各
地
か
ら
書

作
品
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
所
有
権

を
財
団
が
管
理
す
る
こ
と
で
作
品
を
後
世

に
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」（
小
原
さ

ん
）。
開
館
4
年
目
に
は
入
場
者
数
1
万

人
を
突
破
し
た
ほ
か
、
札
幌
市
時
計
台
の

近
く
に
あ
る
の
で
中
国
や
欧
米
な
ど
海
外

か
ら
の
観
光
客
も
訪
れ
て
い
ま
す
。

今
な
お
続
く
創
作
活
動　

来
年
に
は
大
規
模
個
展
も

　

現
在
も
一
日
の
ル
ー
テ
ィ
ン
を
決
め
て
書

と
水
墨
画
の
創
作
に
余
念
が
な
い
小
原
さ

ん
。
時
に
12
時
間
以
上
も
創
作
し
続
け
深

夜
2
時
を
越
え
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

来
年
7
月
に
は
札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
1
階
全
フ
ロ
ア
を
貸
し
切
っ
て
個
展
を

開
催
し
ま
す
が
、
そ
こ
で
も
書
作
品
と
水

墨
画
作
品
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。

　

公
私
の
別
な
く
書
道
界
の
発
展
に
打
ち

込
ん
で
来
た
姿
は
国
内
外
か
ら
も
高
く
評

価
さ
れ
、
2
0
1
0
年
に
北
海
道
文
化
賞

を
受
賞
し
た
ほ
か
、
16
年
に
は
紺
綬
褒
章

を
受
章
。
2
0
1
9
年
度
の
北
海
道
功
労

賞
に
も
輝
き
、
今
年
11
月
に
鈴
木
直
道
知

事
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
る
予
定
で
す
。

時
代
の
変
化
に
対
応　

後
進
育
成
も
着
々
と

　

国
際
書
道
協
会
は
1
9
9
8
年
に
青
年

部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
各
拠
点
の
先
生

か
ら
推
薦
さ
れ
た
40
人
が
メ
ン
バ
ー
で
、

現
在
の
平
均
年
齢
は
50
歳
。「
国
際
現
代

書
道
展
の
審
査
員
を
務
め
、
協
会
執
行
部

候
補
の
人
材
が
育
っ
て
き
て
い
ま
す
」（
小

原
さ
ん
）。
こ
の
ほ
か
2
0
1
3
年
に
は
、

書
道
研
究
「
心
華
社
」
の
下
部
組
織
と
し

て
、「
第
二
心
華
社
」
を
設
立
し
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
は
全
道
か
ら
推
薦
さ
れ
た

25
人
。
学
校
教
員
の
ほ
か
、
各
先
生
の
助

手
や
会
社
員
な
ど
で
現
在
平
均
年
齢
は
30

歳
前
後
。
青
年
部
、
第
二
心
華
社
と
も
に

6
割
が
女
性
で
す
。
小
原
さ
ん
は
「
先
輩

た
ち
が
播
い
た
種
を
育
て
、
次
へ
つ
な
げ

る
た
め
の
、
し
っ
か
り
と
し
た
土
台
は
で

き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
国
際
化
の
広
が
り
や

水
書
の
導
入
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
時
代
の

変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
書
道
の
奥
行
の

深
さ
と
面
白
さ
を
伝
え
る
団
体
で
あ
り
続

け
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

札幌市時計台の近くにある「小原道城書道美術館」。江戸時代以降の
著名人の作品が展示されている

東京・セントラルミュージアム銀座で開催した第 16 回小原道城書作展　
2018 年 7 月
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ほ
っ
か
い
ど
う
の
本

お
近
く
の
書
店
に
な
い
場
合
は

発
行
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

特
記
以
外
は
税
込
価
格
で
す

（

（

三
角
山
放
送
局

読
む
ラ
ジ
オ

ら
む
れ
す
　
編
著

亜
璃
西
社
　
発
行

☎

0
1
1
・
2
2
1
・
5
3
9
6

B
5
変
型
判
　
96
頁
　
1
6
5
0
円

　

こ
の
本
は
2
0
1
8
年
4
月
1
日
に

開
局
20
周
年
を
迎
え
た
、
札
幌
市
西
区

に
あ
る
三
角
山
放
送
局
（
周
波
数
は

76
・
2
M
H
z
）
の
歩
ん
で
き
た
軌
跡

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

伝
え
た
い
こ
と
の
あ
る
人
が
マ
イ

ク
の
前
に
座
る
こ
と
、
社
会
的
少
数
者

の
声
を
切
り
捨
て
ず
、
積
極
的
に
発
信

し
て
い
く
こ
と
、
放
送
で
嘘
を
つ
か
な

い
こ
と
、
こ
の
3
つ
の
指
針
を
「
い
っ

し
ょ
に
、
ね
っ
！
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
込
め
20
年
に
わ
た
り
地
域

に
密
着
し
た
番
組
が
つ
く
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

三
角
山
放
送
局
の
創
業
者
で
あ
る
木

原
く
み
こ
さ
ん
の
亡
く
な
る
直
前
に
行

わ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
放
送
局

の
地
名
は
、
北
海
道
の
名
付
け
親
で
も
あ
る
松

浦
武
四
郎
が
建
議
し
た
も
の
で
す
。

　

ス
ギ
や
ト
ド
マ
ツ
な
ど
に
比
べ
、
ヒ
バ
は
成
長

が
遅
い
分
、
木
目
が
緻
密
で
強
度
が
あ
り
ま

す
。
湿
気
に
強
く
、
腐
り
に
く
い
な
ど
の
特
長

か
ら
、
大
規
模
な
建
築
物
の
柱
や
土
台
、
浴
槽

の
ほ
か
、
橋
桁
や
船
舶
な
ど
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
長
年
に
わ
た
る
過
度
の
伐
採
や
度

重
な
る
山
火
事
で
、「
波
打
際
よ
り
良
材
茂
り
」

と
い
わ
れ
た
天
然
林
は
消
失
し
、
森
林
資
源
は

ほ
ぼ
枯
渇
し
ま
し
た
。
椴
川
国
有
林
の
山
奥
に

残
る
ヒ
バ
林
は
1
9
2
2
年
か
ら
、
国
が
天
然

記
念
物
に
指
定
し
保
護
し
て
い
ま
す
。

地
元
に
植
え
て
育
て
る
古
事
の
森

　

古
事
の
森
は
、
作
家
の
故
・
立
松
和
平
さ
ん

が
提
唱
し
、
林
野
庁
が
全
国
に
9
カ
所
設
定
し

て
い
ま
す
。
道
内
は
江
差
町
の
1
カ
所
だ
け
で

檜
山
古
事
の
森
〔
江
差
町
〕

4
0
0
年
か
け
て

ヒ
バ
を
育
む
森
づ
く
り

歴
史
的
建
造
物
の

修
復
材
と
な
る
大
木
に

　

江
差
町
の
南
端
、
椴
川
地
区
の
集
落
か
ら
東

へ
約
3
・
5
㌔
、
山
道
を
進
む
と
「
檜
山
古
事

の
森
」
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
5
㌶
ほ
ど
の
こ

の
森
の
中
に
、
道
内
で
は
ほ
と
ん
ど
目
に
す
る

こ
と
の
な
い
ヒ
バ
（
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
）
の
若

木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
4
0
0

年
か
け
て
直
径
1
㍍
を
超
え
る
大
木
に
育
て
上

げ
よ
う
と
、
16
年
前
か
ら
町
内
の
有
志
が
森
の

手
入
れ
を
続
け
て
い
ま
す
。

江
差
発
展
の
礎
と
な
っ
た
ヒ
バ

　

渡
島
半
島
が
北
限
と
さ
れ
る
ヒ
バ
は
、
上
ノ

国
町
内
を
流
れ
る
天
の
川
と
、
厚
沢
部
・
江
差

両
町
を
流
域
と
す
る
厚
沢
部
川
に
挟
ま
れ
た
エ

リ
ア
に
群
生
し
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、
そ

の
木
材
は
松
前
藩
の
財
政
を
支
え
、
ニ
シ
ン
漁

と
と
も
に
江
差
繁
栄
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。

　

ヒ
バ
は
、
材
質
が
ヒ
ノ
キ
に
似
て
い
る
た
め
、

か
つ
て
は
檜ひ
の
き、

生
育
し
て
い
る
山
を
檜ひ
の
き
や
ま山と

呼

び
ま
し
た
。
檜
山
が
多
く
、
林
業
が
盛
ん
だ
っ

た
江
差
周
辺
を
、
明
治
政
府
は
、
1
8
6
9
年

の
国
郡
制
施
行
で
檜ひ

山や
ま

郡
と
定
め
ま
し
た
。
こ

開
設
の
経
緯
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M

放
送
の
有
り
様
、
ラ
ジ
オ
へ
の
想
い
が

熱
く
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

A
L
S
（
筋
委
縮
性
側
索
硬
化
症
）

で
声
を
失
っ
て
も
放
送
を
続
け
る

米
沢
和
也
さ
ん
の
挑
戦
を
綴
っ
た

「
読
む
ラ
ジ
オ
」、
20
年
を
振
り
返
る

「
三
角
山
放
送
局
の
軌
跡 

1
9
9
8
－

2
0
1
8
」、
三
角
山
放
送
局
を
支
え

る
約 

1
5
0
名
の
出
演
者
を
「
パ
ー

ソ
ナ
ル
名
鑑
」
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。	

	

（
上
）

イ
チ
か
ら
分
か
る

北
方
領
土

北
海
道
新
聞
社
　
著

北
海
道
新
聞
社
　
発
行

☎

0
1
1
・
2
1
0
・
5
7
4
4

A
5
判
　
1
2
8
頁
　
8
8
0
円

　
「
北
方
領
土
」
を
巡
る
問
題
に
つ
い

て
、
日
本
に
住
ん
で
い
れ
ば
誰
も
が
一

度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

北
海
道
の

 
木
と
文
化 

③

高さ 3㍍ほどに成長したヒバもある古事の森



北海道の木と文化&ほっかいどうの本7

適
し
た
育
成
技
術
も
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
江
差
町
在
住
の
北
海
道
指
導
林
家
・

坂
野
正
義
さ
ん
が
1
9
9
6
年
ご
ろ
、
挿
し
木

か
ら
短
期
間
で
苗
木
に
す
る
方
法
を
開
発
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
檜
山
古
事
の
森
に
隣
接
す
る
「
ひ
ば

モ
デ
ル
林
」
で
は
、
北
海
道
森
林
管
理
局
が
林

内
の
照
度
別
に
成
長
具
合
な
ど
を
比
較
し
て
、

効
率
的
な
ヒ
バ
の
森
づ
く
り
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

立
松
さ
ん
は
「
日
本
の
文
化
の
根
底
は
、

森
」
と
唱
え
、「
今
植
え
な
け
れ
ば
、
4
0
0

年
後
、
い
や
2
0
0
年
後
の
日
本
の
文
化
は
な

い
の
で
す
。
私
た
ち
の
未
来
を
つ
く
る
た
め

に
、
今
、
木
を
植
え
る
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

残
し
ま
し
た
。

　

江
差
町
は
、
馬
場
山
地
区
に
あ
る
「
町
民
の

森
」
に
ヒ
バ
を
植
え
る
活
動
を
1
9
9
7
年
か

ら
続
け
、
こ
と
し
で
1
万
本
を
突
破
し
ま
し

た
。
檜
山
振
興
局
も 
1
9
9
8
年
か
ら
管
内
	

各
地
に
ヒ

バ
を
植
樹

し
、
累
計

8
0
0
0

本
を
超
え

て
い
ま
す
。

　

檜ひ
の
き
や
ま山

は
、
一
歩

ず
つ
再
生

へ
向
か
っ

て
い
ま
す
。

江
差
町  

江
戸
期
の
ニ
シ
ン
漁
最
盛
期
は
「
江
差
の
五
月
は
江
戸
に
も
な
い
」
と
い
う

ほ
ど
の
繁
栄
を
極
め
ま
し
た
。
北
前
船
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
江
差
追
分
な
ど

の
芸
能
文
化
も
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
。
法
隆
寺

（
奈
良
県
）

の
ヒ
ノ
キ
、

中
尊
寺
（
岩

手
県
）
の
ケ

ヤ
キ
な
ど
、

歴
史
的
建
造

物
を
修
復
す

る
に
は
こ
れ

ら
樹
種
の
大

径
材
が
必
要

で
す
が
、
希

少
な
た
め
市
場
に
は
ほ
と
ん
ど
出
回
り
ま
せ

ん
。そ
れ
を
2
0
0
〜
4
0
0
年
か
け
て
地
元

で
安
定
的
に
確
保
し
よ
う
と
い
う
息
の
長
い
取

り
組
み
で
す
。

　

檜
山
古
事
の
森
で
は
2
0
0
3
年
11
月
、
地

元
の
林
業
関
係
者
や
経
済
団
体
な
ど
で
組
織
す

る
「
檜
山
古
事
の
森
育
成
協
議
会
」
が
主
体
と

な
り
、
ヒ
バ
の
苗
木
6
0
0
本
を
植
え
ま
し

た
。
2
年
後
に
2
回
目
の
植
樹
祭
を
開
き
、
約

3
0
0
本
を
植
樹
。
2
0
1
3
年
に
は
10
周
年

を
記
念
し
て
さ
ら
に
約
2
0
0
本
を
植
え
て
い

ま
す
。
毎
年

7
月
に
は
育

樹
祭
を
開
き
、

下
刈
り
な
ど

幼
木
の
保
育

に
励
ん
で
い

ま
す
。

　

ヒ
バ
は
苗

木
が
高
価
な

上
、
道
内
に

　

こ
の
本
は
、
北
海
道
新
聞
朝
刊
で

2
0
1
9
年
1
月
17
日
付
か
ら
計
5
回

に
わ
た
り
連
載
し
て
い
た
「
木
曜
ワ
イ

ド 

一
か
ら
分
か
る
北
方
領
土
の
歴
史
」

を
再
編
し
た
も
の
で
、
日
本
と
ロ
シ

ア
の
間
に
初
め
て
国
境
線
を
定
め
た

1
8
5
5
年
か
ら
、
現
在
に
至
る
ま
で

の
北
方
領
土
に
関
わ
る
主
な
歴
史
の
流

れ
が
分
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

他
に
も
「
樺
太
・
千
島
交
換
条
約
は

な
ぜ
行
わ
れ
た
の
か
？
」「
な
ぜ
ヤ
ル

タ
協
定
で
、
ソ
連
に
千
島
列
島
を
引
き

渡
す
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
の
か
？
」
な

ど
読
者
の
疑
問
を
簡
潔
に
解
説
す
る

「
Q
＆
A
」
の
コ
ー
ナ
ー
や
、「
北
方
領

土
」
を
取
材
す
る
記
者
た
ち
の
書
下
ろ

し
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
「
北
方

領
土
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
「
北

方
領
土
」
の
歴
史
。
こ
の
機
会
に
道
民

は
勿
論
の
こ
と
、
多
く
の
方
に
是
非
一

度
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
内
容
で
す
。

	

（
酒
）

ブ
ル
ー
チ
ー
ズ
ド
リ
ー
マ
ー

世
界
一
の
チ
ー
ズ
を
つ
く
る
。

伊
勢
　
昇
平
　
著

エ
イ
チ
エ
ス
　
発
行

☎
0
1
1
・
7
9
2
・
7
1
3
0

四
六
判
　
2
1
2
頁
　
1
5
4
0
円

　

こ
の
本
は
、
北
海
道
旭
川
市
に
あ
る

江
丹
別
町
で
世
界
一
の
ブ
ル
ー
チ
ー
ズ

を
作
る
こ
と
に
決
め
た
伊
勢
昇
平
さ
ん

の
奮
闘
記
で
す
。
故
郷
の
江
丹
別
で
は

夢
も
希
望
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
伊
勢

さ
ん
は
、
小
さ
な
牧
場
に
育
ち
、
高
校

で
は
教
室
で
一
人
お
弁
当
を
食
べ
る
生

活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ

る
先
生
と
の
出
会
い
か
ら
、
夢
も
希
望

も
な
い
の
は
土
地
や
環
境
の
せ
い
で
は

な
く
、
自
分
自
身
の
考
え
方
な
の
だ
と

気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

　

J
A
L
国
際
線
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス

の
機
内
食
に
採
用
さ
れ
順
風
満
帆
な
中
、

突
然
悲
劇
が
お
と
ず
れ
チ
ー
ズ
に
青
カ

ビ
が
全
く
生
え
な
く
な
り
ま
す
。
対
処

法
が
分
か
ら
ず
2
0
1
5
年
、
フ
ラ
ン

ス
へ
と
単
身
旅
立
ち
ま
す
が
、
A
N
A

の
飛
行
機
内
で
の
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
後
日
談
に
運
命
を
感
じ
ま
す
。

　

人
よ
り
劣
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
言

い
換
え
れ
ば
、
人
と
違
う
と
こ
ろ
。
嫌

わ
れ
る
事
を
恐
れ
て
自
分
の
良
い
と
こ

ろ
ま
で
押
さ
え
つ
け
て
し
ま
っ
て
は
本

末
転
倒
。
最
初
か
ら
夢
や
希
望
が
あ
る

人
な
ん
て
い
な
い
。
も
の
づ
く
り
か
ら

場
所
づ
く
り
へ
と
著
者
の
夢
は
広
が
り

ま
す
。
勇
気
と
自
信
を
与
え
て
く
れ
る

こ
の
1
冊
は
、
将
来
に
悩
ん
で
い
る
若

い
世
代
に
も
お
す
す
め
で
す
。	

（
若
）

旧中村家住宅（中央）など、いにしえ街道沿いにはヒバを使った
歴史的建造物が残る

古事の森の風通しを良くする保育作業（江差町提供）

樹齢 350 年のヒバで作った役場前のモニュメント
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書
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。
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北
海
道
の
印
刷
出
版
文
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情
報
誌
［
季
刊
ア
イ
ワ
ー
ド
］
第
3
号（
通
巻
3
4
9
号
）　
2
0
1
9
年
10
月
10
日
発
行
　
編
集
■
季
刊
ア
イ
ワ
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ド
編
集
委
員
会
　
発
行
■
株
式
会
社
ア
イ
ワ
ー
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〒
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3
条
東
5
丁
目
5
番
地
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0
1
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・
2
4
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・
9
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4
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表 紙
の
ことば

	

全
道
美
術
協
会
（
全
道
展
）
会
友　

札
幌
市
在
住

初
冠
雪

山
本　

修
一

木
版
画　

38
㌢
×
55
㌢

ぶ
ん
ち
ゃ
ん
の
ぼ
う
け
ん�

978-4-89453-954-9

北
海
道
新
聞
社　

作
／
高
橋　

美
紀　

絵	

A
4
変
型
判　

32
頁	

1
4
3
0
円

し
ま
え
な
が
の
き
も
ち�

978-4-89453-955-6

山
本　

光
一　

著

四
六
変
型
判　

88
頁	
1
1
0
0
円

母
・
遠
藤
道
子
と
私�

978-4-89453-956-3

遠
藤　

郁
子　

著

四
六
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2
5
6
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1
7
6
0
円

モ
ー
リ
ー
53
号�

�

要
注
意
生
物
！
と
呼
ば
れ
る
生
き
物
た
ち

�
978-4-89453-958-7

北
海
道
新
聞
野
生
生
物
基
金　

編

A
4
判　

72
頁	

9
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0
円
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和
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／
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�
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西
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か
な
し
む
人
間�
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人
文
学
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問
う
生
き
方�
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鈴
木　

幸
人　

編
著

四
六
判　

2
9
6
頁	

2
8
6
0
円

世
界
は
ボ
ー
ダ
ー
フ
ル�

978-4-8329-6852-3

岩
下　

明
裕　

著

B
5
判　

64
頁	

9
9
0
円

過
疎
地
神
社
の
研
究　
人
口
減
少
社
会
と
神
社
神
道

冬
月　

律　

著�
978-4-8329-6853-0

A
5
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3
6
8
頁	

8
2
5
0
円

─
─
北
海
道
大
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出
版
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札
幌
市
北
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北
9
条
西
8
丁
目

☎

0
1
1
・
7
4
7
・
2
3
0
8

三
角
山
放
送
局　
読
む
ラ
ジ
オ

ら
む
れ
す　

編
著�

978-4-906740-37-6

B
5
変
型
判　

96
頁	

1
6
5
0
円

瑠
美
子
、
君
が
い
た
か
ら　
二
人
で
歩
ん
だ
人
生
ノ
ー
ト

高
井　

保
秀　

著�
978-4-906740-38-3

四
六
判　

3
4
8
頁	

1
6
5
0
円

さ
っ
ぽ
ろ
野
鳥
観
察
手
帖�

978-4-906740-39-0

河
井　

大
輔　

著
／
諸
橋　

淳　

写
真
・

イ
ラ
ス
ト
／
佐
藤　

義
則　

写
真

四
六
判　

2
8
0
頁	

2
2
0
0
円

─
─
亜
璃
西
社

060─

8637 
札
幌
市
中
央
区
南
2
条
西
5
丁
目

☎

0
1
1
・
2
2
1
・
5
3
9
6

考
古
学
か
ら
み
た
北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
の

5
、0
0
0
年�

978-4-89115-365-6

江
田　

真
毅
・
小
杉　

康　

編
著

A
5
変
型
判　

96
頁	
1
3
2
0
円

ヴ
ォ
ル
フ
＝
フ
ェ
ラ
ー
リ　
オ
ペ
ラ
の
世
界

オ
ペ
ラ
作
品
分
析�

978-4-89115-367-0

岡
元　

敦
司　

著

A
5
判　

1
9
0
頁	

3
3
0
0
円

カ
ロ
ー
ト
の
中　
佐
藤
武
　
詩
集

佐
藤　

武　

著�
978-4-89115-366-3

A
5
判　

1
4
4
頁	

1
6
5
0
円

F
I
N
N 

J
U
H
L�

978-4-89115-368-7

織
田　

憲
嗣　

著

A
4
変
型
判　

1
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2
頁	

4
4
0
0
円

愛
の
ま
な
ざ
し　
三
浦
綾
子
の
舞
台
を
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す
る

石
井　

一
弘　

著�
978-4-89115-369-4
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六
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2
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2
0
円
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版
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目
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☎

0
1
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0
7
3
7

シ
ョ
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リ
ン
グ
へ
の
道

レ
ジ
ェ
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た
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テ
ク
ニ
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ク�

978-4-86453-065-1

西
本　

幸
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監
修
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著

髙
橋　

茂
・
小
岩　

政
照　

著
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3
0
円
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ン
ト

糞
尿
の
適
切
な
処
理
と
有
効
活
用
へ�

978-4-86453-067-5

羽
賀　

清
典　

監
修

A
4
判　

2
2
0
頁	

4
8
1
9
円

─
─
デ
ー
リ
ィ
マ
ン
社

060─

0004 

札
幌
市
中
央
区
北
4
条
西
13
丁
目

☎

0
1
1
・
2
3
1
・
5
2
6
1

松
本
十
郎
の
漁
場
改
革
と
新
ひ
だ
か
町
静
内
の

歴
史
─
及
川
甚
平
衛
が
語
る
明
治
初
期
の
静
内

及
川　

邦
廣　

編
著	

978-4-8328-1906-1

A
5
判　

1
2
4
頁	

1
4
3
0
円

松
浦
武
四
郎
の
釧
路
・
根
室
・
知
床
探
査
記

加
藤　

公
夫　

編	
978-4-8328-1905-4

四
六
判　

2
7
8
頁	

1
9
8
0
円

羆
（
ひ
ぐ
ま
）
の
実
像　
T
H
E 

R
E
A
L 

B
R
O
W
N 

B
E
A
R�

978-4-8328-1907-8

門
崎　

允
昭　

著

A
5
判　

2
8
4
頁	

2
2
0
0
円

─
─
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー

001─

0018 

札
幌
市
北
区
北
18
条
西
6
丁
目
2─

47

☎

0
1
1
・
7
3
7
・
1
7
5
5

日
本
の
歩
み
を
強
く
危
惧
す
る

93
歳
の
原
爆
体
験
者
か
ら
の
訴
え�

978-4-909281-17-3

玖
村　

敦
彦　

著

四
六
判　

1
5
6
頁	

1
6
5
0
円

─
─
寿
郎
社

060─

0807 

札
幌
市
北
区
北
7
条
西
2
丁
目

☎

0
1
1
・
7
0
8
・
8
5
6
5

元
騎
手
藤
田
伸
二
“
生
涯
、
や
ん
ち
ゃ
主
義
”

藤
田　

伸
二　

著�
978-4-87933-527-2

四
六
判　

2
5
4
頁	

1
3
2
0
円

─
─
財
界
さ
っ
ぽ
ろ

064─

0809 

札
幌
市
中
央
区
南
9
条
西
1
丁
目
1─

15

☎

0
1
1
・
5
2
1
・
5
1
5
1

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
陶
芸
紀
行　

よ
み
が
え
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
窯
元�

978-4-87739-328-1

菊
田　

悠　

著

A
5
変
型
判　

80
頁	

1
6
5
0
円

爪
句
＠
ク
イ
ズ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
─
鉄
道
編

北
海
道
豆
本
シ
リ
ー
ズ
40�

978-4-87739-330-4

青
木　

曲
直　

著

1
0
0
×
74
㍉　

2
3
2
頁	

5
2
3
円

所
得
分
布
の
要
因
分
解
法�

978-4-87739-329-8

木
村　

和
範　

著

A
5
判　

1
9
2
頁	

3
1
9
0
円

─
─
共
同
文
化
社

060─

0033
　
札
幌
市
中
央
区
北
3
条
東
5
丁
目

☎

0
1
1
・
2
5
1
・
8
0
7
8

自
費
出
版
・
団
体
出
版 �

今
は
亡
き
妻 

都
に
感
謝
し
て　
私
の
人
生
録

名
塩　

良
一
郎　

著

B
5
判　

1
5
6
頁

私
が
訪
れ
た
世
界
遺
産
1
0
0

八
木　

知
徳　

著

B
5
変
型
判　

1
1
2
頁

夕
べ
の
光
　
諸
論
集

紺
谷　

友
昭　

著
／
北
海
道
新
聞
社
事

業
局
出
版
セ
ン
タ
ー　

製
作
協
力

四
六
判　

4
2
0
頁	

2
3
0
0
円

医
聖
華
岡
青
洲
の
偉
業
　
画
期
的
治
療
と
診
療
録
絵
巻

田
邉　

達
三
・
華
岡　

慶
一　

著
／
華
岡

青
洲
文
献
保
存
会　

発
行
／
株
式
会
社

ノ
ヴ
ェ
ロ　

発
行
協
力
／
北
海
道
新
聞
社

事
業
局
出
版
セ
ン
タ
ー　

製
作
協
力

B
5
判　

1
3
2
頁	

5
0
0
0
円

「
斜
里
郡
斜
里
町
の
道
道
93
号
知
床
公
園
線
を
岩

尾
別
方
面
に
向
か
う
際
、
初
冠
雪
を
迎
え
た
羅

臼
岳
（
標
高
1
6
6
1
㍍
）
を
右
に
、
左
に
三
ツ

峰
（
1
5
0
9
㍍
）
を
眺
望
。
カ
ラ
マ
ツ
の
紅
葉

と
相
ま
っ
た
絶
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。」


